
イノベーション・マネジメント
サマリー

重要であると考える理由

Daigasグループにとって、技術は企業競争力のベースであり、研究開発は最も重要な企業差別化戦略の一つであると考えています。また、デジタル技術を積極的に事業に取り組み、革新的
なサービス創造やデータマネジメントの進化、業務プロセスの改革が、事業競争力の向上につながると認識しています。
当社グループは、近畿圏において都市ガスを安定的に供給しながら、お客さまの快適な暮らしやビジネス発展につながる様々な新技術の研究開発、実用化に取り組むことで、周辺分野にも
事業を広げ、地域とともに発展してきました。
今後も環境や社会に配慮した持続可能な開発と成長を実現するため、様々なステークホルダーと協働しながら新しい価値を創造し、多様なメニューや新技術をお客さまに提供していきます。

取り組み事項 具体的な取り組み

デジタルトランスフォーメーション
（DX）による事業変革

•データマネジメントの進化
・革新的なサービス創造
・業務プロセス変革

方針・推進体制
社会や働く環境の激変、お客さまの価値観が変化するなかで価値を提供し続けるため、「変わり続けられる企業グループ」を目指していま
す。進展めざましいデジタル技術を積極的に事業に取り組み、革新的なサービス創造やデータマネジメントの進化、業務プロセスの改革を
加速させます。
2022年4月には経営企画本部にDX企画部を設置し、全社委員会「DX推進委員会」にてDaigasグループ全体のDX推進に関し、組織横
断的な調整・推進を行っています。

2022年度実績
・お客さま価値の変革
・グループ総合力を生かした体制・仕組みづくり
・従業員価値の変革「Daigas	X（Daigas	トランスフォーメーション）」
・人材育成

研究開発・知的財産

•	カーボンニュートラル実現に資する技術・研究
開発
•	エネルギーの安定供給・保安の確保のための
技術開発
•新規ビジネス創出のための研究開発
•知的財産権の確保および活用

方針・推進体制
「中期経営計画2023」「カーボンニュートラルビジョン」「エネルギートランジション2030（ET2030）」に沿って、低・脱炭素社会の実現を
目指し、エネルギーの安定供給・保安の確保はもちろんのこと、新規ビジネス創出のための技術・研究開発を推進します。技術開発にかか
わる規程等に基づき、技術開発の実施の判断、およびテーマの重要度に応じた適切な予算配分を行うとともに、実施時における進捗の
フォローを実施しています。

2022年度実績
•カーボンニュートラル実現に向けメタネーションをはじめとする研究開発を推進
•保安の確保・向上のための技術開発、新規ビジネス創出のための研究開発を継続推進
•	事業戦略、技術開発戦略と連携した知的財産権の確保および活用
•	大阪ガス保有技術と外部の保有技術を積極的に融合・活用し「オープン・イノベーション活動」を推進
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取り組みの背景・考え方
社会や働く環境の激変、お客さまの価値観が変化するなかで価値を提供し続けるため、「変わり続けられる企業グループ」を目指します。進展めざましいデジタル技術を積極的に事業に取り込み、革新的なサービス
創造やデータマネジメントの進化、業務プロセスの変革を加速させます。「中期経営計画2023」および「長期経営ビジョン2030」の実現に向けて持続的に価値を創出していくため、あらゆる変化に迅速・柔軟に対応
できる事業運営に変え、生産性を飛躍的に高めていきます。「変わり続けられる企業グループ」として、お客さまもサービスも急速に変化するこれからの時代において、これまで「当たり前」としていたビジネスモ
デル・業務・ルール・システムを常に柔軟に見直すことで、事業そのものの変革とイノベーション創出を目指します。あり姿の実現に向けた大きな変革を実行するため、トップの牽引による推進体制の構築や人
材育成の強化、（株）オージス総研をはじめとしたグループ総合力の発揮やパートナー企業とのアライアンスなどに取り組んでいきます。

DX戦略
革新的なサービス創造の実践
世のなかの潮流やお客さまの多様なニーズを遅滞なく取り入れ、これまで以上に価値の高い様々なサービスを実践します。これは、新規事業・新規サービスの開発のみを指すものではなく、お客さまアカウント・事業
機会・売上の拡大や事業運営のレベルアップにつながる既存事業の高度化にも通じます。変化の激しい時代には、「トライ&エラーのサイクルを早める」ことが重要であり、実践を通じてスキルを獲得し、仕組みそのも
のを変革、新たな取り組みに意欲的かつスピーディーにチャレンジできる習慣・マインドをグループ全体で醸成します。

業務プロセスの変革
社内の業務を、「お客さま目線」で徹底的に見直します。業務の統廃合や組織間で手順が異なる業務の標準化・集約などにも目を向け、業務プロセス全体を大きく再設計します。また、継続させる業務は、AIやRPAな
どのデジタル技術を使って負荷を軽減します。これらの変革を通じて、当社グループ従業員は、働きやすい環境のなか、より非定型的で裁量の度合いが大きい業務や高い専門性・判断力が求められる業務に取り組
む余力を生み出し、その力をお客さまへのより良い価値提供に振り向けていきます。

データマネジメントの進化
当社グループでは、従来社内に設置したビジネスアナリシスセンターを核に現場でのデータ活用に先行して取り組んできました。今後一層、データという貴重な資産を活用することが価値創出の要、成長の強みとな
ります。例えば、一人ひとりのお客さまのニーズをデータから察することができれば、「個客最適」な提案が可能となります。これまでの取り組みを発展させ、さらなる「データマネジメントの進化」により個客体験やサプ
ライチェーンに新たな価値を創出し続けます。

デジタルトランスフォーメーション（DX）による事業変革

目指す姿「変わり続けられる企業グループ」

本中期での取り組み

データマネジメントの進化
価値創出力の向上

革新的なサービス創造
変化に迅速・柔軟に対応

業務プロセス変革
競争優位を高める業務に集中

現  状
ガス事業を前提とした事業運営・ルール・業務・システム体系※

（※世帯単位・月・年度単位・固定業務ベース）

データ資産の
フル活用

グループ総合力・
アライアンス

トップダウンによる
DX推進体制

デジタル人材の
育成・増強

システム刷新・
セキュリティ強化

個客最適 余力創出

DX推進体制
目指す姿の実現に向け、ビジネス変革（新規事業の創出／既存
事業の高度化／業務プロセス変革）とシステム変革を加速する
ため、2022年4月、情報通信部と企画部DX推進室を集約した
組織として経営企画本部にDX企画部を設置しました。また、全社
委員会「DX推進委員会」を設置し、Daigasグループ全体のDX
（Digital	Transformation	：デジタル技術を活用した事業変
革）推進に関し、事業戦略・IT戦略・財務戦略等との整合の観点
から組織横断的な調整・推進を行い、グループ一丸となったビ
ジョンの実現と事業の変革を目指します。

全社委員会：DX推進委員会

代表取締役社長

経営会議

経営企画本部
DX企画部

各組織

一体的に
活動

組織横断的に
サポート

新設

オージス総研グループ

■ DX推進体制
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DX推進の取り組み
お客さま価値の変革
お客さまに価値を提供し続けるために私たちの事業活動をどのように変化していくのか、2030年に
「目指す姿」を具体化しながら、その実現に向けた変革を開始しています。ご家庭のお客さま向けに
事業を展開する大阪ガスマーケティング（株）では、「すべては、みんなの笑顔のために」をキーワード
として、お客さまはもちろん、ビジネスパートナーや、当社グループの従業員の笑顔を創るミライを
目指しています。これからもデジタル技術を活用しながら、お客さまや社会のニーズに合わせて提供
するサービスやコミュニケーションを変革し続けることでお客さま一人ひとりに合わせた最適な体験
を提供します。また、“安心安全”“快適・便利”“省エネ・エコ”な暮らしを実現し、「住空間と暮らしの
パートナー」を目指します。

グループ総合力を生かした体制・仕組み
2022年度に構築したDX推進体制のもと、2023年度からは情報ソリューション事業を担う（株）
オージス総研との連携を強化し、DX推進の加速に向けた体制・仕組みをグループ横断で構築して
います。その取り組みの一つとして、各組織での悩みに伴走して解決に導くコンサルティングサービス
「DX実践道場」をスタートしました。これは、当社グループ従業員のDXによる業務改善や“変革”へ
のチャレンジの支援を目的とした取り組みです。	さらに、家庭用エネルギー事業におけるお客さま
価値の変革や、「Daigas	X」においても（株）オージス総研と連携し、グループの総合力を生かした
取り組みを進めています。

ビジネスとデジタルの融合を目指した人材育成
ビジネスとデジタルを融合させて目指す姿を描き推進できる人材の育成に力を入れ、計画的な階
層別教育を進めています。2022年度は、経営層向けに企業変革事例やお客さまの価値観変化の
潮流などをテーマとした外部有識者の講演・対話を月1回程度開催し、その内容を従業員にも公開
しました。また、デジタル技術を活用して業務改革や新規事業の企画を行う中核人材の育成も進め
ています。中核人材としての必要スキルを定義したうえで、座学、実務での実践、面談によるフィード
バックを組み合わせた育成プログラムを行い、2023年4月時点で累計約120人を育成しました。
そのほか、全社員向けにはe-ラーニングの実施や資格取得講座、リスキリング支援メニューの拡充
などにも取り組みました。2023年度からは、管理者層向けの取り組みも開始し、トップダウンと
ボトムアップの双方でシナジーを生むことができる体制の構築を目指します。

■ 階層別の育成プログラム

対象 育成プログラム

経営層 •月1回程度の外部講師による講演・対話（参加者：約20人）

管理者層 •2023年度から取り組みを開始

中核人材 •座学、実務での実践、面談による育成プログラム（対象者：約120人）

全社員
•e-ラーニング・資格取得講座
•経営層向け講演の公開
•リスキリング支援メニューの拡充

従業員価値の変革	「Daigas	X（Daigasトランスフォーメーション）」
変化が早く前例のない時代においても従業員と会社の価値創造の好循環を生み続けられるよう、
2022年度から働き方・仕事の進め方を進化させる取り組みに着手しました。2023年度からは本
取り組みを「Daigas	X（Daigas	トランスフォーメーション）」と名付け、社内イントラネットで取り組
みや目指す姿を全従業員に共有しています。「DaigasX」では、「多様な人材がチャレンジし、学び続
け、成長できる」「前例のない変化へスピード感を持って探索・深化できる」ことを目指して活動を展
開しています。また、各組織や現場の実
態も踏まえて「どうありたいか、そのため
にどんなアクションを実践するか」を組織
毎に検討するとともに、コミュニケーション
を活性化させるためのチャットツールの
導入・定着や自発的なキャリアの形成※に
向けた従業員の学びの機会の拡大な
ど、環境・仕組みの整備を並行して進め
ています。

■ 社内イントラネットでの発信

※	自発的なキャリアの形成に向けた施策については、 P.66をご覧ください。
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ガス製造事業におけるDX～LNGタンク操業計画の最適化～
製造所に運ばれてきたLNGは、一度タンクに貯蔵されてから需要に合わせて送出されますが、適切
な熱量管理と在庫管理が必要です。このタンク操業計画の策定には、複雑な設備構成や操業制約、
都市ガス需要など様々な要素を考慮するため、熟練者のノウハウが求められます。このノウハウと
数理計画手法を用いて、最適化する取り組みを実施しています。

ガス供給設備管理におけるデジタル活用
ガス供給事業では、ガス管工事やその維持管理・保安監視など現場作業も多く、かかわる従業員や
協力会社の方などが非常に多いことから、今後の効率的な事業運営や保安品質の向上、技術・ノウ
ハウの確保などを目的に、デジタル活用を進めています。約6万kmに及ぶガス管の位置情報や過
去のガス工事や他企業から受け付けした工事の履歴など、ガス供給設備の情報を地図上に表示・
管理するマッピングシステムを運用し、ガス供給にかかわる様々な業務の基盤として活用していま
す。従来、建物などとの相対的な距離情報で管理していた情報を、近年は緯度・経度の座標情報で
管理する”絶対座標化”を推進することで、管理情報の精度の高度化を図っています。

AIを活用した再エネ電力の自己託送スキーム
～太陽光発電設備を活用した自己託送の需給管理業務を開始～
法人のお客さま向けの低・脱炭素ソリューションの一つとして、発電・需要予測に気象予測技術や独
自開発のAIを用いて精度を高めることで、気象条件の影響を大きく受ける再エネを用いた新たな電
力スキームのご提案を開始しました。

お客さま拠点A お客さま拠点B

発電予測
気象予測技術

需要予測
独自開発のAI

太陽光発電設備
（一部 自家消費）

一般送配電事業者の送配電ネットワーク

発電販売計画 需要調達計画

電力広域的運営推進機関
（OCCTO）

電力の流れ

サービス提供の流れ

計画提出の流れ

自己託送
余剰電力
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研究開発・知的財産
取り組みの背景・考え方
Daigasグループにとって研究開発は最も重要な成長戦略の一つと考えています。保安の確保・向
上はもちろんのこと、デジタル技術を活用した業務の効率化や設備関連費用の削減、お客さまの利
便性向上、既存サービスの高度化を目指した研究開発を進めています。新規ビジネス創出のための
研究開発やカーボンニュートラルの実現に資する研究開発にも取り組んでいます。
また、知的財産権を重要な経営資源と位置づけ、事業戦略、技術開発戦略と連携した権利の確保と活
用に積極的に取り組んでいます。また当社グループの保有技術と外部の保有技術を積極的に融合・
活用することにより、開発の加速と効率化、新規技術・商品開発の創出を図る「オープンイノベーショ
ン」活動を積極的に推進しています。

発明者への報償制度
大阪ガスは、従業員の発明意欲の向上と知的財産活動の奨励を目的に、事業に大きく貢献した発
明者に対し、「発明実績報償」を行っています。
実績報償の審査結果は社内ポータルで公開し、審査結果に関する従業員からの問い合わせや意見
に応対しており、公正で透明性のある制度運用に努めています。

オープン・イノベーション活動
オープン・イノベーション活動は、自社単独では解決できなかった技術開発課題に対して解決策を社
外から見つけ、技術開発の効率化・スピードアップを図ることができる効果的な取り組みです。大阪
ガスではこの取り組みを2009年から先駆的に行ってきました。これまでの活動により、大学・公的研
究機関・中小企業・大手企業・ベンチャー企業・海外等、多様なパートナーとのネットワーク（オープン・
イノベーション・プラットフォーム）	を構築し、拡充してきました。
社外との連携を推進するにあたっては、従来あまり公開してこなかった社内の具体的な技術課題・
技術ニーズを当社ウェブサイトやマッチング会社で公開して、外部からの技術シーズ（将来、実を結
ぶ可能性のある技術の「種」）を募集しています。2009年度から本格的にオープン・イノベーション
活動を始動し、多くのマッチングを実現してきました。また、実際に商品化や実用化につながった事
例も出てきています。
例えば、工事現場を車載のAIカメラで自動認識する技術を使ったガス管のパトロールや、設備点検
でのドローン技術の活用など、当社技術と外部技術との融合による付加価値を生み出しています。
今後も、これまでに構築したオープン・イノベーション・プラットフォームを活用して、効率的な外部技
術の導入を図るとともに、外部アライアンスパートナーとの共創により、新たな「研究開発テーマの
創造」「新規事業の創造」を積極的に推進していく計画です。

▶︎	オープン・イノベーション
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親会社株主に帰属する当期純利益

2,166億円
2022年3月期

18.3 19.3

1,6711,671 1,5991,5991,599
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1.30%
1.421.42

1.051.051.05
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大阪ガス離職率（50歳未満の社員）
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18.3 19.3

2022年3月末時点

49.0%
2022年3月末時点

0.65倍

※ 「税効果会計に係る会計基準」の一部改正を考慮して算定
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自己資本比率※ D/E比率
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49.049.049.0
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■ガス製造・輸送供給 ■家庭用ガス機器　
■業務用ガス機器 ■コージェネレーション
■材料技術 ■その他

2,885件
（件）

グループ分野別保有特許件数

2021 2022 （年度）18.3 19.3
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該当年度の定時株主総会によって
選任された体制の人数 10人
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大阪ガス役員人数

15,868億円
2022年3月期

1,104億円
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売上高
2022年3月期

経常利益

19.318.3

ROIC
自己資本当期純利益率（ROE）

社外取締役比率　　　女性取締役比率
■社内/男性　　■社外/男性　　■社外/女性

2022年3月期

ROEROIC 7.0% 11.0%

※ 株式併合影響（5株→1株）を考慮して算定

（%）

3.43.43.4
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ROIC／自己資本当期純利益率（ROE）

1株当たり配当性向18.6% 57.5円
2022年3月期

18.3 19.3
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配当性向／1株当たり配当金※
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27.027.0
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57.557.5

18.618.6

配当性向 1株当たり配当金

14,64914,649 14,52514,525 14,87114,871 15,01615,016 14,99014,990

5,3485,348 5,6995,699 5,6725,672 5,9255,925 5,9715,971

20,961人
2022年3月期

18.3 19.3 20.3
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■男性　■女性
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26,785千t-CO2e
2022年3月期
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グループ温室効果ガス排出量
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27,78327,78327,783

グループ水使用量
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■取水量　　■排水量

（百万m³）
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21.3 22.3

594百万m3取水量 585百万m3排水量

558558582582

52.752.752.7

グループ廃棄物再資源化率

96.896.8 96.696.6 96.996.9 96.596.5 96.696.6
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3,2863,286 3,1943,1943,194
2,9132,9132,9133,0153,0153,015 2,8852,885

■ グループ分野別保有特許件数

■ オープンイノベーションへの参加

Daigas
グループ

技術ニーズ
公 開

技術ニーズ
公 開

・マッチングイベント
・ホームページの活用

企業

公的
研究機関大学

海外

ベンチャー

・新商品
・コストダウン
・性能UP
・新事業　等

技術シーズ
提 案

新たな
価値創造
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